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藷藤副知事の海外出張（国連ワークショげへの参加等：中国四川大地震関連）   

このたび、中国・大地震の復興に関して、国連が中国政府（商務部）と共同で  ク
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ヨッブを開催することとなり、国連を通じた中国側の希望により、兵庫県から  事
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が阪神・淡路大震災からの復興の経験について、下記のとおり発表しますので、お知  
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でのワークショップ出席に先だって、被災地四川省政府を訪  なお  
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を手交するとともに、副省長等と意見交換を行います。  らの  

1 ワークショップの概要  
（1）名称 震災後の復興経験に関する国際ワークショップ  
（InternationalWorkshop on Post－Earthquake Reconstruction Experiences）   

（2）趣旨 世界各地の災害復興の経験を有する国連が、中国・四川大地震の復興に  
関して中国政府と知見を共有するもの。なお、知見の共有に当たっては世  
界各地（特にアジア）の復興の優良事例からも知見を得る。   

（3）期日 平成20年7月14日（月）及び15日（火）  
※ 本県の発表は、14日（月）午前中。   

（4）場所 北京市内 スイスホテル北京   

（5）主催 国連、中国商務部（日本の「省」に当たる。）ほか   

（6）参集者等  

① 他の発表者等  
・ パキスタン北部地震、インド・グジャラート地震などの復興経験の発表  

・ UN／ISDRほか国連関係機関などによる復興事例・復興に関する協力事  
例の発表  

② 参集範囲  
中国商務部ほかの公務員及び学識経験者、国連関係機関職員   

2 参考：副知事スケジュール（概要）  
7月12日（土）出国  
14：00関空発 CA（中国国際航空）928便他にて北京経由四川省成都へ（成都市内泊）  

7月13日（日）四川省内被災地視察、四川省政府訪問（副省長面談予定）後、北京  
へ（北京市内泊）  

7月14日（月）ワークショップ参加、帰国  
09：30～11：45ワークショップ参加  
16：35北京発（本抑17：35）NH（全日空）5724便（CA6655）  
20：10関空着  

（問い合わせ先）  

企画県民部防災企画局防災企画課調整係 TElO78－362－9814   


